
（別紙３）

○事業所名 放課後等デイサービスみらいのいぶき

○保護者評価実施期間 令和8年1月22日 ～ 令和8年2月8日

○保護者評価有効回答数 （対象者数） 33 （回答者数） 16

○従業者評価実施期間 令和8年1月22日 ～ 令和8年2月8日

○従業者評価有効回答数 （対象者数） 4 （回答者数） 4

○事業者向け自己評価表作成日 令和8年2月16日

○ 分析結果

事業所の強み（※）だと思われること
※より強化・充実を図ることが期待されること

工夫していることや意識的に行っている取組等 さらに充実を図るための取組等

1

グループ企業において、すべてのサービスに「リハビリ
テーション」の考え方を中心に置いております。特に子ども
さん、保護者様の自律支援（意思決定のサポート）をベー
スにサービスを構築しております。

「リハビリテーション」だからと言ってセラピスト（PT/OT）の
みならず、児童発達支援管理責任者、保育士、児童指導
員、看護師と多職種で構成されますが、支援会議では「自
律を支援するためには」の考え方に立ち返るようにしてい
ます。

医療、療育は日進月歩しております。知識技術の情報の
更新に勤しむべく、様々な手段を使ってスタッフにインプッ
トされる情報を更新してまいります。

2 お子様、保護者様が安全、安心、快適に過ごしていただけ
るよう「環境整備」に力をいれております。

何かがあっては絶対ならないことですが、ケアが必要はお
子様なども多数来所されている為、感染症等に関する予
防策の事前徹底。また、仮にお子さんに何かが起こった際
を想定した緊急対応シュミレーションの実施を定期的に
行っております。

想定されるインシデントやアクシデント内容が「子どもさん
ごと」「医療的ケア内容ごと」に様々なことが想定されま
す。バリエーションを増やし、有事に備えるよう訓練を行っ
て参ります。

3 委員会や緊急対応シュミレーションの定期開催

「環境整備」は狭義の「清掃」と捉えておりません。ご利用
者様にとって安全かつ安心して過ごしていただける「環境
を整備する」取り組みと捉えております。安全が確保され
ないような箇所を見つけた場合（段差、滑りやすさ等の予
測されるアクシデントに対して）は、放置せずにチーム内で
共有・検証を行い早急に対策を講ずる等しています。

チーム全体で、子どもさんや保護者様の目線に立って、
利他の心で環境や設定に配慮することを引き続き行って
参ります。

事業所の弱み（※）だと思われること
※事業所の課題や改善が必要だと思われること

事業所として考えている課題の要因等 改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1
家族に対して家族支援プログラム(ペアレント・トレーニング
等)や家族等も参加できる研修会や情報提供の機会等提
供が行われていますか。

ご家族がどのような「家族支援に対する」ニーズ調査の情
報収集が不足している。

事業所で取組む計画として「ハンズオフ支援」を企画して
います。ハンズオフとは保護者様と共有した「目標（自立
度を高める）」に対し、事業所外（特にご家庭）で取り組ん
でいただけるプログラムです。その伝達手段として、理解
していただけるようなチラシ、写真、動画等を考えていま
す。ニーズに合った発信方法で実施してまいりたいと思い
ます。

2
事業所では、家族に対して家族支援プログラム(ペアレント
・トレーニング等)や家族等も参加できる研修会や情報提

供の機会等が行われていますか。

各種対応マニュアルは策定し、事業所内において各種訓
練を実施しておりますが、マニュアルの公表自体までは
至っておりません。

保護者様との共同訓練もありますので、情報周知を「お知
らせ文書（アナログ）」だけではなくITを使った情報周知手
段を検討して参ります。

3 放課後児童クラブや児童館との交流や、地域の他のこど
もと活動する機会がありますか。

医療的ケアの子どもさんも多数ご来所されており、懸念し
ている事項はやはり「感染症のリスク」です。

当事業所において「感染症対策」を充分行っております。
ご来訪される事業所様においても充分ご配慮いただける
など、双方の整備が必要と感じています。


